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瀬
戸
内
の
石
材
産
地
視
察
研
修
会

㈱
は
せ
が
わ
、
㈱
日
本
銘
石
、
㈱
茨
城
の
石
本
舗
、
鳴
本
石
材
㈱

鳴本石材㈱工場にて、加工メーカーとしてのこだわりや想い、現在の取り組
みなどについて説明を受ける

北木石の丁場（鶴田石材㈱）にて、良質な石が採れ
ている現在の採掘状況などについて理解を深めた

大島石材工業㈱・小田満弘氏による案内のもと大島石の丁
場見学とともに、特別講義では熱い想いなども語られた

万成石の丁場（㈲武田石材）にて、視察研修会に参加の皆さん

　

首
都
圏
を
中
心
に
墓
石
販

売
を
行
な
っ
て
い
る
株
式
会

社
は
せ
が
わ
、
福
島
県
の
石

材
採
掘
業
者
５
社
で
設
立
す

る
株
式
会
社
日
本
銘
石
、
茨

城
県
の
石
材
採
掘
業
者
と
加

工
業
者
12
社
で
設
立
す
る
株

式
会
社
茨
城
の
石
本
舗
、
瀬

戸
内
産
銘
石
の
販
売
実
績
な

ど
で
定
評
の
あ
る
石
材
メ
ー

カ
ー
・
鳴
本
石
材
株
式
会
社

の
４
社
は
、
去
る
６
月
20
日

～
21
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
瀬
戸
内
石
材
産
地
の
視

察
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

瀬
戸
内
は
庵
治
石
や
大
島

石
、
青
木
石
、
北
木
石
、
万

成
石
、
備
中
青
み
か
げ
な
ど

の
銘
石
で
知
ら
れ
る
日
本
で

も
有
数
の
石
材
産
地
。
年
々

国
産
材
の
販
売
実
績
を
伸
ば

す
小
売
店
大
手
の
㈱
は
せ
が

わ
と
、
国
産
材
の
流
通
拡
大

を
積
極
的
に
目
指
す
㈱
日
本

銘
石
、
㈱
茨
城
の
石
本
舗
、

鳴
本
石
材
㈱
の
、
製
販
一
体

と
な
っ
た
企
画
と
い
え
よ

う
。
首
都
圏
の
霊
園
で
は

徐
々
に
国
産
材
販
売
の
実
績

が
伸
び
て
き
て
い
る
傾
向
も

あ
る
よ
う
で
、
今
回
の
研
修

会
に
は
こ
の
国
産
回
帰
傾
向

の
な
か
で
、
福
島
、
茨
城
の

銘
石
だ
け
で
は
な
く
、
瀬
戸

内
産
地
を
は
じ
め
全
国
の
国

産
材
の
浸
透
を
目
指
す
狙
い

が
あ
る
。

　

初
日
、
最
初
の
研
修
地
と

な
っ
た
万
成
石
の
採
掘
元
、

㈲
武
田
石
材（
岡
山
市
北
区
）

で
は
高
橋
健
太
社
長
と
高
橋

信
一
専
務
が
出
迎
え
、
万
成

石
の
歴
史
や
特
徴
を
詳
し
く

説
明
。
一
行
15
名
の
ほ
と
ん

ど
は
瀬
戸
内
の
採
掘
現
場
は

初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

　

万
成
石
と
い
え
ば
、
石
原

裕
次
郎
や
彫
刻
家
・
浅
倉
文

夫
、
高
村
光
太
郎
な
ど
多
く

の
著
名
人
の
墓
所
に
使
用
さ

れ
、建
築
で
も
神
宮
絵
画
館
、

新
宿
伊
勢
丹
ビ
ル
な
ど
は
有

名
で
あ
る
。
ピ
ン
ク
色
の
た

め
「
桜
み
か
げ
」
と
も
呼
ば

れ
、
東
京
・
谷
中
霊
園
な
ど

首
都
圏
で
も
古
く
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
。

　

二
日
目
は
大
島
石
採
掘

場
、
鳴
本
石
材
工
場
、
北
木

島
に
渡
り
北
木
石
の
採
掘
場

の
順
で
見
学
。
大
島
石
は
約

４
０
０
年
前
に
藤
堂
高
虎
が

徳
川
家
康
の
命
を
受
け
、
今

治
城
の
築
城
に
使
用
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
と
い

う
銘
石
。
明
治
か
ら
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
採
石
技
術
の

進
歩
・
機
械
化
に
よ
っ
て
、

採
石
量
が
増
え
、
脚
光
を
浴

び
る
。
現
在
で
は
関
西
の
ブ

ラ
ン
ド
銘
石
と
し
て
知
名
度

が
高
く
、採
掘
業
者
も
多
い
。 　

そ
の
中
で
も
１
３
０
年
の

歴
史
を
持
ち
、
大
島
石
「
石

善
」
の
採
掘
元
と
し
て
知
ら

れ
る
大
島
石
材
工
業
㈱
（
愛

媛
県
今
治
市
）
の
六
代
目
棟

梁
・
小
田
満
弘
氏
が
現
地
を

案
内
。経
年
変
化
が
少
な
く
、

吸
水
性
が
低
く
、
撥
水
性
が

高
い
大
島
石
の
特
性
な
ど
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

ま
た
特
別
講
義
で
は
「
先
祖

た
ち
の
築
き
上
げ
て
き
た
石

文
化
と
職
人
と
し
て
の
誇

り
」
に
つ
い
て
の
熱
い
想
い

に
は
、
圧
倒
さ
れ
感
嘆
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

西
日
本
の
中
で
も
大
規
模

の
加
工
工
場
を
持
つ
鳴
本
石

材
㈱
で
は
、
国
産
材
の
原
石

仕
入
れ
か
ら
加
工
、
製
品
化

ま
で
一
貫
体
制
で
行
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
数
年
は
首
都
圏

の
小
売
石
材
店
か
ら
の
注
文

も
多
く
、
冷
え
込
み
ぎ
み
の

墓
石
業
界
で
販
売
実
績
を
広

げ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
研

修
で
も
原
石
の
歩
留
ま
り
率

や
キ
ズ
・
玉
の
見
分
け
、
加

工
工
程
、
検
品
、
字
彫
り
な

ど
、
丁
寧
な
説
明
に
熱
心
に

メ
モ
を
と
る
姿
が
目
立
っ

た
。

　

鳴
本
石
材
の
工
場
見
学

後
、
鶴
田
石
材
㈱
（
岡
山
県

笠
岡
市
）
の
鶴
田
康
範
社
長

の
案
内
で
ク
ル
ー
ザ
ー
に
て

北
木
島
へ
。
北
木
石
は
靖
国

神
社
の
大
鳥
居
、
日
本
銀
行

本
店
本
館
、
明
治
神
宮
・
神

宮
橋
な
ど
多
く
の
歴
史
的
建

石
材
と
し
て
も
京
都
、大
阪
、

兵
庫
な
ど
を
中
心
に
知
名
度

が
高
い
。
し
か
し
、
現
在
の

採
掘
元
は
鶴
田
石
材
を
含
む

２
社
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
木
島
は
周
囲
16
㎞
の
島

全
体
が
花
崗
岩
で
で
き
て
い

る
。
靖
国
神
社
の
大
鳥
居
な

ど
古
く
は
海
面
よ
り
上
か
同

じ
高
さ
で
採
掘
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
海
面
よ
り
か
な

り
深
い
層
で
採
掘
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
密
度
の
高
い

良
質
の
石
が
採
掘
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

な
お
、
今
回
の
研
修
会
は

鳴
本
石
材
㈱
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。

造
物
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。
墓

靖
国
神
社
の
大
鳥
居

で
知
ら
れ
る
北
木
石

フ
ル
稼
働
体
制
の　
　

鳴
本
石
材
の
本
社
工
場

建
立
後
に
青
磁
の
肌
を

感
じ
さ
せ
る
大
島
石　

首
都
圏
で
も
古
く　

か
ら
人
気
の
万
成
石

株式
会社

■浮金石・十万石青御影採掘加工販売

写真撮影：平成26年10月中旬

〒963-1152 福島県郡山市田村町細田字荒井186
TEL.024-955-3191 FAX.024-955-3194

日
本
の
銘
石

浮
金
石

浮
金
石

う
き
が
ね
い
し

日
本
の
銘
石

浮
金
石

う
き
が
ね
い
し

写真撮影：平成26年10月中旬

選べる３色

防草クン環境に優しい
真砂土舗装材

施工例
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オレンジ ベージュレッド
除草

本製品を施工するだけで
面倒な草取りが不要に！

簡単施工

敷きならして散水するだけ

透水性

水たまりやぬかるみを抑える

保水性

太陽光の照り返しを和らげる

お墓の雑草対策は大丈夫？
雑草が生えない不思議な土で
面倒な草むしりから開放！

敷きならして散水・簡単・便利
自然土を使用した環境にやさ
しい防草土！

ガーデニングや通行路、土砂
流出防止まで広がる用途!!

製造元：株式会社  ソーセキ
〒327－0325　栃木県佐野市下彦間町393
TEL：0283－65－1127　FAX：0283－65－1128

お墓の雑草防止
土壌への還元
照り返しの軽減
植樹の育成保護
無駄を省き、

エコロジーに貢献！

１袋20㎏入・800円、送料は本州一律一袋につき500円
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